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序文

文化財とは，先人が文化の発達に役立っため残した遺産であり、先人か

ら現代人に贈られた貴重な国民共有の財産であります。

この文化財を永く保存し、後世に伝えるとともに，現代社会において広

く活用を図ることは，私たち現代人に課せられた重要な使命であります。

特に埋蔵文化財については，文字や文献の乏しい時代の文化を解明する

ための唯一の歴史的資料であるとともに，地下に刻まれた遺構等について

は，一旦，破壊されると二度と戻らない資料であります。

申すまでもなく，埋蔵文化財は現状保存が理想でありますが，土地利用

等から現状保存が不可能な場合は，発掘調査において，正確な記録と資料

の作成をする必要があります。

本市では昭和30年以降，急速に都市化が進み，それに伴う開発行為によ

り多くの遺跡が破壊の危機に瀕し，多くの貴重な文化財が失われつつあり

ました。そこで，この様な事態に対処すべく，昭和53年度には埋蔵文化財

専門担当職員を配するとともに，昭和57年7月には財団法人長岡京市埋蔵

文化財センターを設立し，調査体制の充実に努めてまいりました。また，

昭和59年度には埋蔵文化財の中核施設として長岡京市立埋蔵文化財調査セ

ンターを建設し，昭和60年度に開所する等埋蔵文化財保護のため積極的に

施策を推進してまいりました。

ここに刊行いたします報告書は，昭和61年度中に教育委員会が直営で実

施しました国庫補助事業の成果をまとめたもので，その主な内容といたしま

して，弥生時代の環濠集落と判明した長法寺遺跡、，奈良時代の寺院である乙

訓寺の寺域，長岡京右京三条第二小路南側溝等に関するものであります。

これらの調査成果は本市の歴史を解明する上で貴重な資料になるとともに，

市民の学習資料として広く活用していただけると期待いたしております。

最後に，調査実施にあたって種々ご指導をいただ、いた諸先生方ならびに

関係行政機関，また発掘調査に深いご理解とご協力をいただいた土地所有

者の方々に，紙上をお借りし，厚くお礼申しあげます。

昭和62年3月
長岡京市教育委員会

教育長湯浅成治



凡 {列

1.本冊は，昭和61年度に長岡京市教育委員会が国庫補助事業として実施した長岡京跡の発掘

調査の概要報告である。

2.上記の調査地は付表-1のとおりである。その位置は第1図に示した。

3.長岡京跡の調査の次数は，長岡京跡左京，長岡京跡右京ごとに通算したものである。調

査地区名は，高橋美久二「長岡宮跡昭和51年度発掘調査概要J(京都府教育委員会「埋蔵文化

財発掘調査概報 (1977)~ 昭和52年)による小字名をもとにした地区割に従った。

4.長岡京内の条坊名は，山中章他「第 126園長岡京条坊図J(向日市教育委員会「向日市埋蔵

文化財調査報告書』第8集 1982年)による呼称に従った。

5.各調査報告の執筆者は，各章のはじめに記した。

6.本書の編集は長岡京市教育委員会管理課文化財係 中尾秀正が担当した。

7.現地調査および本書作成に至るまでの整理・製図作業には下記の方々の御協力を得た。

〔調査作業員〕 麻田安太郎・天野菊次郎・井本千代治・池末安秀・岩岸三郎・佐藤昭三

田中寅吉・中村正雄・広沢勝己

〔調査補助員・整理員〕

青木也寸志ー赤木 恵、・岩川絢子・占部真里・小田昌子・奥田泰江・桂

光良。木村弘子・倉橋袴之・小畠絢子・鈴木芙美子園田中佐知子・田中

智紀・花村潔・前田明美・渡辺美智代

付表-1 本書報告調査一覧表

調査次数 地区名 所 在 地 土地所有者 調査期間匹見地) 調査面積 備 考

長岡京跡
7 ANJMM 

長岡京市長法寺
金剛住宅鮒

1986 
約30伽i

長法寺遺跡第1次調査

右京第228次調査 南野20ー1他 4.21~5.13 今回は弥生時代を除く報告

長岡京跡
7 ANIKU-3 

長岡京市今里五
能勢 久嗣

1986 
約175m

今回は遺構編の報告

右京第お2次調査 丁目14-1他 6 .3~8.5 

長岡京跡
7 ANINE-4 

長岡京市野添ー
大成ハウス側

1986 
約125m

右京第249次調査 丁目47-5他 11. 25~ 12.24 



第 1図 本書報告調査位置図
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第1章 長岡京跡右京第228次 (7ANJMM地区)調査概要(1 ) 

一一右京四条四坊十一町・長法寺遺跡一一

1 はじめに

1 本報告は1986年4月21日から 5月13日まで，長岡京市長法寺南野20-1他において実施し

た長岡京跡右京四条四坊十一町推定地における発掘調査に関するものである。

2 この調査によって新たに弥生時代・奈良時代の遺構が発見され，長法寺遺跡と命名され

た。本報告はこれらのうち，弥生時代を除く時期の概要報告である。

3 本調査は，宅地造成に伴い実施した調査で，調査面積は最終的に300m'となった。

4 現地調査および整理作業は長岡京市教育委員会が主体となり，国庫補助事業として実施し

た。調査員は(財)長岡京市埋蔵文化財センターに派遣を依頼し，小田桐淳が担当した。

5 調査実施にあたり，土地所有者である金剛住宅株式会社には数々の御協力を得た。また調

査中には京都文教短期大学教授中山修一氏，大阪大学助教授都出比呂志氏， (財)京都市埋蔵

文化財研究所牛嶋茂氏等には多くの御指導・御協力を得た。
( 1 ) 

6 調査後の遺構図面の整理・遺物の実測等は占部真里が主に行い，編集@執筆は小田桐が行

第2図発掘調査地位置図 (1/5000)



2 調査経過

Y=-28，73J 

o ，_ 
ト~寸一一一一十一一一~一一一----1"

2 調査経過

Y=-28，727 

l 

I 耕土 4.淡位j色砂質土 7 黄灰色砂質土
2 床土 1. 5. B音制色粘質土 8. 11音茶制色土
3 床土11. 6 淡黄体j色砂質一土 9. 淡茶制色土

第3図 トレンチ北壁土層図 (1/80)

L=43.3m 

調査地は西山丘陵を東へ降りてすぐの扇状地で 現在は西から東へ向かつて段々に低くなる

耕作地となっている。ここに宅地開発の計画が起こり 3月27日より原因者負担により試掘調

査を開始した。当地は，長岡京内において都の西限に近い右京四条四坊十一町に想定されてい

るが，これまで調査が実施されておらず他時期に関しでも全く判明していなかった O

試掘調査によって，後述する土壌SK22801と調査対象地南側に落ち込む遺構(後の環濠SD

22808) ，掘立柱建物の一角が検出され，長岡京期以前の遺跡が存在することが明らかとなった。

そこで市教育委員会ではこの遺跡の重要性に鑑み，国庫補助事業として調査を続行した。

調査地の基本層序はヲ現在の水田に伴う耕作土・床土層の下に灰褐色粘質士(第3図 床土

II)の堆積が認められた。この層はトレンチ南端部では認められず¥西から東，南から北へ向

かつて若干深くなってゆく。この灰褐色粘質土層には土師器片，須恵器片，弥生土器片が包含

されているが，中に中・近世の陶磁器類も含んで、わり，小片化していることからこの層も水田

耕作に伴う床土層と考えられる。この層を除去すると赤灰色~黄灰色を呈する砂質土の面とな

り， この層をベースとして遺構が検出された。

主な検出遺構は掘立柱建物3棟，竪穴住居1基，溝，土壊などであり，これらの全容を追求

すべく，適宜拡張を行った。またトレンチをさらに北側の一段低くなっている水田区画にも拡

張し，ここでも掘立柱建物1棟，竪穴住居4基，土墳などを検出した。

ここで明らかになった遺跡は弥生時代の竪穴住居群と大溝，土境等を含む集落祉(環濠集落

になると考えられる)と飛鳥・奈良時代の掘立柱建物群と土壌である。これら多時期にわたる

遺跡は当調査で初めて明らかになったものであり， 「長法寺遺跡」と命名して市民への周知を

図ることにした。

なお今回の報告は弥生時代を除く他時期に限り 弥生時代集落に関しては整理の終了を待っ

て次年度に報告する。

3 検出遺構

掘立柱建物SB22802(P19・P20・P21・P22・P62・P61・P38・P35) 全容が検出



弥生時代
5022808 

7ζ二三三三=

。

X=-118，989 X=-118，980 X=-118，971 

飛鳥時代以降

。

。

10m ， 

くこコ
5K22809 

X=ー118，962

第4図検出遺構図 (1/200)

X=ー11自，953

Y=-28，733 

Y=-28，727 

X=-118，944 
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Y=-28，727 
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第5図掘立柱建物SB22802・22806実測図(1/60) 

されていないため詳細は不明であったが，桁行5.5m，梁間3.3mの南j由来で棟方向は北で西に12振

れている 2間X3聞の掘立柱建物になると考えられる。柱掘形は大きさ・形状にバラツキがある

が，0.4~0.6m の規模を有する。柱の深さは深いものでも0.3m ，浅いものでは0.05m ほどしかなく，

梁間中央部の柱は検出されなかった。なおP38はちょうど中央部を調査開始当初掘った排水用

の溝がかかり確認できなかったが，後述する SB22806の柱穴と切り合っていたと考えられる。

掘立柱建物S822806 (P 16・P17・P18・P26.P23・P46・P63・P85.P36) S B 

22802と重なって建てられている建物で，西側柱列が完全に重複していることから SB 22802が

建て換えられたものと考えられる。桁行は西列が1.8m等間，東列は1.4~1.9m とバラツキがある。
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6 検出遺構
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第6図掘立柱建物SB22803実測図(1/60) 

梁間1.5m等聞であるが，北列中央の柱穴は検出できなかった。棟方向は北で西に10振れる 2間×

3聞の南北棟である。柱掘形はほぼO.4mXO .5mの隅丸方形を呈しており，0.3mほどの深さで残

存していた。中でも P17の柱根下部には警と鍋が埋納されていたような状況で検出されている。

掘立柱建物S822803 2間X3聞の東西棟で棟方向は東で南にずほど振れている。柱問
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第7図掘立柱建物SB22820実測図(1/60) 

は桁行で 1 問1.65m~2.2m ，梁聞では1.65m~1.95m とバラツキがある。柱掘形はしっかりし

た隅丸方形で規模は 1 辺O.6m 四方のものがほとんどである。O.3m~O.6mの深さで残存していた。

掘立柱建物S822820 調査トレンチの北端部で、検出された建物で，東西2間×南北1間

以上の南北棟になると考えられる。棟方向は北で西に4。ほど振れる。柱聞は東西2.1m等間，南

北1.4mを測るが， P50・P65がこのほぼ中間に位置し，これらのピットもこの建物に関係する

可能性も考えられるが，そうすると南北O.7m等間となり，異常に短いものとなるため，現段

階ではこれらのピットは保留しておく。柱掘形は 1辺Oo4m弱と小型の隅丸方形を呈している。

土壊SK22801 長辺104m'短辺O.8mの楕円形を呈し，深さO.14mほど皿状に凹む土壌

である。埋士は茶褐色砂質士の単一層である。

その他の遺構 溝SD22815・SD22816・SD22810・SD22823はいずれも灰褐色粘質士

層を切り込んで、掘られている溝で，中・近世以降の水田耕作に伴うものと考えられる。

4 出土遺物

今回報告する遺物は弥生時代を除いたものである。弥生時代遺物は全ての包含層や遺構に混

入しているが，細片が多く摩耗しているため実測可能な個体は少ない。対象となる遺物の量は

遺構の性格からか少なく，コンテナ 2箱ほどである。なお第8図は図示し得る破片のほとんど

である。

耕作土・床土Iからはあまり出土しなかったが 2の須恵器蓋 4の須恵器郎Aが出土した。

灰褐色粘質土層からは比較的多く出土したが破片や細片がほとんどである。中には瓦器片や

染付けを含む陶器片や磁器片も若干混入しているが弥生土器の量が圧倒的に多く，下から撹持

されたものと考えられる。 1は土師器皿で，黄灰色を呈し胎土に赤色粒子を含む。外面は口縁



8 出土遺物

、込ま田/1

ζ二三ス

ノ L~

『一一E曹幅二:

2 ¥ιー6_.，/
て~

一ア。

同liゆl柵ド1111¥
Nト脚刈

山M

、、、、
、
¥
 、、、

、、、

C'¥] 

13 

/~一一一一一 一F二三二二二二平型、
7 

iとて二コニ需主

ど土手
5 

第8図出土遺物実測図 (1/4)

端部のみ横方向になで，他の部分には成形の痕跡を留めている。内面には底面と口縁部の境に

沈線が巡る。 3は長脚の高郊になると考えられる須恵器である。端部下面に凹面をつくるタイ
(2 ) 

プで類例は陶邑古窯土rI:群TK74号窯にみられる。 6~8 は須恵器郎蓋で，いずれも S B22802 

. S B22806の上層での出土である。 10も同地区で出土した須恵器杯Bである。

S B22802では9と11がP38から出土した。9の杯蓋は水平な天井部からなだらかなカーブで

端部に至るもので，内面には部分的にすられた痕跡があり，硯として転用された可能性が考え

られる。灰褐色粘質土層出土の破片と P35出土の破片が本個体と接合した。

S B22806からは， P18から12の須恵器原B，P17からは13の土師器奏， 14の土師器鍋が出土

した。 13は口縁は直線的に聞き，端部に四角い面をつくる。体部はゆるやかにふくらみ，縦方

向のハケによって調整される。内外面共摩耗が著しい。黄灰色を呈し，胎土に石英・長石

・チャート類の石粒を含む。 14は13といっしょに柱あたり下面につぶされていたもので，口縁

は外反ぎみに延び，端部は丸くおさめる。端部内面は少し肥厚する。 体部は縦方向と横方向の

ハケで調整され，頚部は横に強くなでられている。胎土は13と類似した特徴をもっ。 13は外面

にのみ煤が付着しているが， 14は内外面共に火を受けた痕跡を有する。両者共半個体ほどの破



片数が出土している。

S B22S03からは小片である

が15の須恵器杯BがP10から出

土している o

S K22S01からは 5の須恵器

部Aが出土した。焼け歪んで、い

るが，底部と口縁部との境は丸

みをもち，底部外面はロクロか

らヘラ起こしされたまま未調整

である。器壁は厚手で端部もぼ

ってりしている。

16はPSOから出土した土師器

摘Aである。内外面は著しく摩

耗しているが，かすかに外面ヘ

ラ削りの痕跡が認められる。明

茶灰色を呈し，胎土には長石の

微粒子や金雲母を多く含む。

なわ試掘調査の段階でサヌカ

イト剥片が1点出土している。

5 ま と め

今回の調査によって確認され

た長法寺遺跡であるが，ここで

は弥生時代以降について簡単に

まとめておきたい。

第1章長岡京跡右京第228次調査 9 

第9図調査地遠景(東から)

第10図 S B22802・Pi t 38遺物出土状況

灰褐色粘質土層から出土している遺物で，時期の古いところでは 2の須恵器蓋があげられる。

同様の蓋の破片は他にも 2-3点出土しており 6世紀末葉の時期の遺構も存在する可能性が

考えられる。検出遺構で最古のものとしては SK22S01があげられる。この土壌は 5の坪以外に

は土師器片が若干出土しており，小型の警になる。この曹は頭部があまり締らず¥ゆるやかに

口縁部から体部に移行するものである。これらの資料からこの土壌は7世紀前半代頃におさえ

られよう。この周辺部では返りを有する須恵器坪蓋片も出土している。

掘立柱建物はいずれも方位を異にしており，さらに個々の建物の柱掘形の形状や規模，柱間



10 まとめ

寸法の相異などを考慮すると，それぞれ時期差をもった建物であると考えられる。中でも SB

22802とSB22806は柱穴どうしの切り合いから新旧関係が明らかである。古段階の建物SB22 

802は柱穴から出土している杯と蓋から 8世紀前半から中頃に位置付けられる。新段階の建物

S B 22806も杯の形態や警の形態から推して 8世紀後半に入るものであろう。鍋の形態はまだ

類例が少なく，今後の検討を要する。

S B22803では15の杯片が唯一年代を推定する根拠となるものである。この土器はかなり長

岡京期に近いタイプであるが，まだ高台が四角くしっかりしており，この資料のみでは時期を

決し得ない。 SB22803は東で南に 3。ほど振れていると前述したが，南柱列だけはほぼ真東西

に並んでおり，長岡京期の建物である可能性も考えられる。

S B22820は他の建物と比較して柱掘形の規模がだいぶ小さいが，まだ隅丸方形を保ってお

り，また掘形埋土も似通っていることから他の建物同様奈良時代に含まれる可能性も否定でき

ない。

S B22803・SB22820の時期についてさらに検討を加えると，これらの建物が検出された上

層にあたる灰褐色粘質土層中の遺物で，長岡京期から平安・中世にかけてのものは非常に少な

く，奈良時代とそれ以前のものにほぼ限られている。本調査地の北東約500mの今里西ノ口に
(3 ) 

おける調査では奈良時代の建物が多数検出されているが，中でも振れ角が北で西に40~120振れ

る建物は 8世紀後半代に限られており 9世紀の建物群の振れとは明確に区別されている。ま

た奈良時代集落を検討されている中尾秀正氏の論証によると 乙訓地方の奈良時代建物はおお

むね北で西に撮れるものが多く，これは地形に沿ったものとして理解されている。これが長岡
(4 ) 

京期に近づくにつれて真北に近くなる傾向にあり 正方位を向く建物も存在している。

このような傾向と本調査の様相から考えて，今回検出の4棟は全て奈良時代での変遷と理解

しておきたい。また転用硯の出土から識字階級の存在が想定され，ここに居住した豪族の性格

を考える上での一資料となった。今後の周辺部での調査に期待がかけられる。

1 ) なお， (財)長岡京市埋蔵文化財センター 奥村暁美氏のご協力を得た。

2) ~陶邑v. 大阪府文化財調査報告書第23冊~ (財)大阪文化財センター 1980年

3 ) 山口博他「長岡京跡右京第83・105次発掘調査概要J (財)京都府埋蔵文化財調査研究セン

ター『京都府遺跡調査概報 第 9 冊~ 1984年

4 ) 中尾秀正「乙訓地方における奈良時代集落の検討」 中山修一先生古稀記念事業会編 「長

岡京古文化論叢~ 1986年



第 2章 長岡京跡右京第232次(7ANIKU-3地区)調査概要(1)

-右京三条三坊十町・乙訓寺・今里遺跡一

1 はじめに

1 本報告は， 1986年6月3日から 8月5日まで，長岡京市今里五丁目14-1他において実施

した長岡京跡右京三条三坊十町推定地および乙訓寺・今里遺跡の発掘調査に関するものであ

る。調査面積は約175ばである。

2 本調査は重要遺跡確認調査のーっとして，長岡京市教育委員会が主体となり，国庫補助事

業として実施した。現地調査は長岡京市教育委員会文化財係中尾秀正が担当した。
( 1 ) 

3 調査後の遺構図面の整理・遺物の分類・実測・製図は，中尾・占部真里が主に行った。

4 調査実施にあたり，土地所有者である能勢久嗣氏をはじめ，能勢晃次氏ほか近隣住民のご

協力を得た。また調査中には，京都文教短期大学教授中山修一氏，財団法人長岡京市埋蔵文

化財センタ一等からご指導，ご援助を賜った。

5 本報告の編集・執筆は中尾が行った。なお，出土遺物に関しては多量に出土したため次回

の報告に譲った。

第11図発掘調査地位置図(1/5000) 



調査経過12 

調査経過2 

当調査地は，長岡京市北部の今里地区にある乙~JII寺の西約50m の地点で，標高約35m の洪積

段丘に位置し，北西から南東に緩やかに傾斜している。当地はかつて竹薮であったが，現在開

墾され畑となり，周囲を宅地によって取り固まれている。

乙訓寺の推定寺域の西辺に当地は，長岡京条坊復原図によると右京三条三坊十町にあたり，

位置する。また，縄文時代から古墳時代にかけての大規模な集落遺跡である今里遺跡の範囲に
( 2 ) 

とくに，郡名を冠する乙訓寺は奈良時代前期に創建された古剰で， 元禄年間に再興されある。

た伽藍を今日に伝えている。当寺が文献史料にみえるのは~日本紀略』延暦 4 年 9 月の条で造

長岡宮使藤原種継の暗殺に連座した早良親王が幽閉された記事で，往時の伽藍の一部が昭和41
(3 ) 

年の長岡第三小学校建設時の長岡京跡右京第 1次発掘調査などで確認され，伽藍の規模・構造，
(4 ) 

寺域の検討がなされている。それによると，講堂およびその両端に取付く回廊によって北辺を

f 

B
卜
レ
ン
チ

ヘ4114
4川
一
一

調査地周辺図 (1/500)第12図

20m 



第2章 長岡京跡右京第232次調査 13 

画する主要伽藍がほぼ1町四方で，少なくとも長岡京期には東西 3町・南北 2町の寺域をも

っていたと推定されている。

今回の調査は，上述の遺跡に関する遺構，とくに乙訓寺寺域西辺を画する何らかの遺構が検

出されることを期待し，実施した。

調査は，まず、土層の堆積状況を把握するために敷地北部 1ケ所と南部2ケ所に試掘穴を設定

することから始めた。北部では地表下0.5mで褐色土の地山面が確認されたにもかかわらず¥南部
(5 ) 

では地表下 2m以上掘下げてもまだ地山面が確認できなかった。日下雅義氏作図の地形図など

を参考に検討を加えてみると，どうも調査地の南部に北西から南東に向かう谷があったのでは

ないかと想定させられた。このことを考慮して，調査トレンチを 2ケ所に設定した。敷地南東
( 6 ) 

端でE留り SK8ω101のすぐ西側に隣接する所に東西1.5mX南北2m (のち 2m延長)のAトレ

ンチを，敷地中央に幅5mで，東西8m，南北21mのL字型のBトレンチをそれぞれ設定した。

調査はいずれのトレンチもすべて人力で作業を行った。調査途中， 7月20日の集中豪雨によ

るBトレンチ南部壁面の崩壊や，湧水で悩まされるなどの障害もあった。調査の結果，北から

南東に流れる旧河道を確認し，その中から弥生時代後期~平安時代の遺物が出土した。ただ調

査では，旧河道左岸の一部が検出されたのみで，その規模については明らかにできなかった。

調査後，すべて人力によって旧状に復した。

3 検出遺構

調査地の基本層位は，北部と南部で大きく異なっている。北部では，耕作土・竹薮の客土の

直下で褐色土の地山面となり，地表下約0.5mを測る。南部では，耕作土と地山との聞に竹薮の

第13図調査前風景(南西から) 第14図 Aトレンチ南壁断面



14 検出遺構

客土や砂・砂礁・粘土など旧河道に堆積した土砂があり，地表下2.5~2. 8mで青灰色・灰褐色

砂喋の地山面に至る。地山面は北部と南部で2m余りの高低差をもち，中央部で南へ急激に落

ち込む地形を呈している。

Aトレンチ(第12・14・15図)

層位は第15図のとおり12層に分けられるが，堆積状況により次のとおり分けられる。厚さ約

0.45mの耕作土の下に茶褐色士(第 1層)・暗茶褐色士(第2層)・淡灰褐色砂質土(第3層)が

厚さ0.6mでフk平堆積している。その下に約 1mの厚さで暗灰褐色砂(第4層)および粘質土・シル

ト・砂・砂礁が交互に堆積した第5・6層がある。さらに黒褐色粘土(第7層)・褐色砂喋(第

8 層)・淡黒褐色粘質土(第 9 層)・暗青灰色砂(第10層)が厚さ 0.6m 堆積し，地表下2.1~3.2

mで暗黄褐色または青灰色砂喋(第11・12層)の地山面となる。地山面は北東から南西方向に

やや傾斜をもって落ち込む。このような堆積状況から，第4層から第10層までが河川による堆

積で，かつて当地に旧河道が存在していたことが判明した。この河道からは平安時代初期以前

の土師器・須恵器・瓦や弥生土器などが出土している。また，第 2・3層からは瓦器とともに

平安時代初以前の土師器・須恵器・瓦や弥生土器が大量に出土していることから，中世までに

旧河道が廃絶されたと考えられる。
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検出された遺構は，第2層上面で検出された溝1条である。この溝はトレンチ中央やや東寄

りで検出され，幅0.6m，深さ0.2mを測る。埋土は暗灰褐色土で，土師器・須恵器・近世陶器・

平瓦が出土した。なお，当トレンチのすぐ東側で検出された瓦溜り SK800101に関連するような

遺構は確認されなかった。

Bトレンチ(第四・ 13・16-18図，図版 3-8) 

層位は前述のとおり北部と南部で大きく異なり，地山面は， トレンチ中央部やや北寄りで急

に落ち込み，南西方向に緩やかに下降する。トレンチ南半部の土層堆積状況はAトレンチとほ

ぼ同様である。

検出された遺構は，層位関係・出土遺物から次の1-百期の6時期に大別される。

[1期〕 耕作土・竹薮の客土からなる厚さ0.5-0.7mの第 1層を除去し，褐色土の地山およ

び第2層上面で検出された遺構と，近世陶器などを含む厚さ0.3mの第2層も除去した第 3層上

面で検出されたものである。前者にはトレンチ北部の34.3m等高線以東で検出された南北溝S

D23201とそれに合流すると思われる東西溝2条があり，いずれも正方位をとる。溝SD 23201 

は幅0.3-0.5m，深さ約O.lmである。 2条の東西溝は幅約0.25m，深さ0.02mで， 1. 5m間隔を

測る。この他に柱穴や土壌状遺構が数基が確認されている。この期の埋土はいずれも灰褐色土

で，遺物は出土していない。後者にはトレンチ北部の34.2m等高線上の褐色土(地山)上面で

検出された土壌SK23203と柱穴2個がある。埋土はいずれも淡黄褐色土である。 SD23203は

径0.45mのほぼ円形を呈するもので，土師器片1点が出土している。

[ll期〕 瓦器・緑軸陶器(火舎ほか)・灰粕陶器などが出土する厚さ約0.2mの第3層を除去し

た段階で検出された遺構で，土壌SK23202・23206および溝SD23204・23205・23207・23208

の他に柱穴P1などの柱穴群がある。

土壌SK23202 トレンチ北部西端。淡茶褐色土(第 2層)を除去し，褐色土の地山上面で検

出された土壌で，南北1.2m，東西0.5m以上，深さ0.3mを測る。埋土は 3層で，淡茶褐色土・

茶褐色土(磯まじり) :茶褐色土の順に堆積し，茶褐色土から土師器の細片が出土してい

る。

溝SD23204・23205 トレンチ中央部。淡褐色土(第2層)を除去した段階で，褐色土の地山

面が南西方向に急激に落ち込む斜面に沿って検出された溝である。 SD23204は北西方向

のもので，幅約1.3m，深さ約0.2mで，検出長約 7mを測る。この溝は南東から北西へ緩やかに

浅くなり，中央部で一段浅くなる。この溝は一度途切れたのち，再び落ち込み溝状を呈する。

この溝状遺構SD23205は幅約 1m，深さ約0.3mを測る。埋土はいずれも暗褐色土。 SD23 

204から土師器・須恵器・瓦・弥生土器が， S D23205から土師器・須恵器がそれぞれ出土して

いる。なわ， S D23204の底面から灰褐色砂磯層に掘り込まれた柱穴が検出されている。この

柱穴は 1辺0.45mの隅丸方形の掘形で，深さ約0.25mを測る。埋土は暗褐色砂質土で，土師器
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・須恵器・瓦・弥生土器片が出土している。この柱穴に対応するものは残念ながら確認できな

かった。

土療SK 23206 トレンチ中央部。溝SD23204に削平された東西0.9m以上，南北0.7mの不整

形な土壌で，深さ約O.lmである。埋土は茶褐色土(喋混り)で，弥生土器の器台・警などの破

片が10片ほど出土している。この遺構は弥生時代の単独遺構の可能性をもつが，ここでは層位

的にこの時期のものとした。

溝SD23207 トレンチ南部。茶褐色士ω、石混り;第 3層1)を除去した段階で検出された
北西溝で，幅約0.4m.深さ約O.lmを測る。埋士は暗灰褐色砂質土で，土師器・須恵器。瓦・

弥生土器・石器(石鍛)・炭片が出土している。なお，この溝東端から比較的まとまって丸瓦・

平瓦が出土している。

溝SD23208 トレンチ中央部。茶褐色土(小石混り)を除去した段階で， S D23204の南側

で検出した北西溝で，南東から北西に徐々に浅くなり途切れる。幅O.3~0. 9m，深さ約0.2mを

測り， 4.7m分を検出した。埋土は東壁で茶褐色土(磯混り)・暗褐色砂磯・茶褐色士(黄褐色

土混り)・茶褐色土の 4層からなるが，北西にいくに従い，最下層の茶褐色土の 1層となる。

遺物は茶褐色土から土師器・須恵器・灰粕陶器・弥生土器が出土している。

柱穴P1 (第18図) トレンチ中央部。柱抜き取り穴をもっ 1辺約0.4mの隅丸方形状の掘

形で，黄褐色斑混り茶褐色土を埋土とする。柱抜き取り穴は，上面でO.4~0. 5mの楕円形で，

底面で径0.35mの円形を呈し，深さ0.45mを測る。埋土は茶褐色土で，土師器・須恵器・炭片

が出土し，底部近くで平瓦の比較的大きな破片と拳大の角磯数個がまとまって出土した。これ

らは柱穴が破棄された際に一括投棄されたほのであろう。

1>1 jV=-28，075 P14 

L ← j L 

l=33.7m L 

1.灰褐色砂質土(小石混り)

1，茶褐色土
。

2 黄褐色斑混り茶掲色土

第四図 Bトレンチ柱穴P1・P13・P14実測図

P13 

_j 

L=333m L 

1m 

1 .灰褐色砂質土(小石混り)
2 明茶筒色砂質土
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〔皿期〕 粘土・シル卜・砂・砂礁が交互に堆積した第4・5層を除去した段階で検出した

遺構である。トレンチ中央部で2段になって南西方向に落ち込む自然地形が確認された。この

遺構は旧河道の岸肩にあたると考えられる。なお，この遺構の上層に厚く堆積する第4・5層

は河川の激しい堆積作用によって形成されたものである。士層はさらにそれぞれ6層と10層に

細分でき，堆積の度合は南部においてとくに顕著で、あり，南壁て、厚さ O.4~O.9mを測る。これ

らの層からは士師器・須恵器・緑粕陶器・瓦・弥生土器・炭片が出土している。

〔町期〕 第4・5層と同様に粘質土・砂質土・砂が交互に堆積した厚さ約O.3mの第 6層上層

を除去した段階で検出した遺構である。中央部で固期同様に旧河道の岸肩にあたる自然の落ち

込みと土壌SK23209・23210・溝SD 23211と，南部で土壌SK23212 舎柱穴 P11-~16のほかに

河床の凹地と考えられる南北方向の溝状の落ち込み数条などが検出された。なお，第6層上層

以下からは土師器・須恵、器・弥生土器が出土しているが，瓦類や奈良時代以降の土器類は出土していない。

土壌SK23209・23210 トレンチ中央部。暗茶褐色粘質土(第 6層上層 1)を除去し，黒褐

色砂礁(第6層下層 3)の上面で検出された遺構である。これらの遺構は重複関係にあり SK

23210がSK23209によって削平を受けている。 SK23209は東西2.0m以上，南北1.5mの楕円形

で，断面はすり鉢状を呈し，深さ約0.5mを測る。中から土師器・須恵器が出土している。ま

たSK23210は径約 1~1. 2mの円形を呈し，深さ約o.15mを測る。土師器片が1点のみ出土し

ている。埋土はいずれも 1層。

溝SD23211 トレンチ中央部。暗茶褐色粘質土(第6層上層 1)を除去し，黒褐色砂磯(第

6層下層 3)の上面で検出された北西方向の溝状遺構である。南東から北西に徐々に浅くなり

途切れる。東壁で最大幅約 1m .深さ約0.15mを測る。ただ，この遺構の埋士が第6層上層 1

とほぼ同様の暗茶褐色粘質土であることから，人工的に掘られた溝というよりも，むしろ河床

の凹地とする方が妥当であろう。

土墳SK 23212 トレンチ南部。淡灰褐色砂(第 5層7)を除去し，第 6層下層 2の黒褐色

土(茶褐色土混り)上面で検出した長辺1.4m，短辺約0.5mの不整形な士墳で，深さ約O.lmを

測る。埋士は黒褐色土で 土師器・須恵器・弥生土器が出土している。とくに須恵器の腺がほ

ぼ完形で出土している(図版8-1・2)。

柱穴P13.P14(第四図) トレンチ南部。暗茶褐色粘質士(第 6層上層 1)を除去し，

黒褐色砂磯(第6層下層 3)上面で検出した柱穴である。 P13は長軸約0.4m，短軸0.3mの楕

円形を呈する。埋士は灰褐色砂質土(小石混り)と明茶褐色砂質土の二層で，灰褐色砂質土(小

石混り)から土師器片とともに拳大の角礁数点が出土している。 P14は長軸0.65m，短軸0.35

mの楕円形を呈する。埋土は灰褐色砂質士(小石混り)で，土師器・須恵器片と拳大の角磯数

点が東側からまとまって出土している。これらの柱穴から出土した角磯は，出土状況から柱を

抜き取った後に投棄されたものと考えられる。
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[V期〕 第6層上層同様に枯質土・砂質土・砂礁が交互に堆積した厚さ約0.3mの第6層下層

を除去した段階で，南部の一部を除き灰褐色又は黄褐色砂機(地山)面で検出された遺構である。

中央部で土壌SK23213と柱穴P18と，南部で河床の凹みと考えられる土壌状遺構が検出された。

土境SK 23213 トレンチ中央部。黒褐色砂磯(第 6層下層 3)を除去し，灰褐色又は黄褐

色(地山)上面で検出した土壌で，径0.5mの円形を呈する。埋土は黒褐色で，土師器片が出土

している。

〔日期〕 南部においてV期より下層に粘土・砂・砂礁が交互に堆積した厚さ約0.5m の第 7~

10層を除去した段階のものである。この面での調査は土砂崩れの恐れや多量の湧水のため一部

で掘り下げたにとどまった。無遺物層で地山と考えられる灰褐色砂磯層(第11層)の上面は，

さらに南側に落ち込む。このことから旧河道の河床はさらに南側に続くと考えられる。なお，

第7~10層からの出土遺物は比較的少ないが，古墳時代の土師器・須恵器や弥生土器がある。

以上6期に分けて検出遺構を述べてきたが，中央部以南では土層および遺物の出土状況がほ

ぼA トレンチと同様の様相を呈しており河道の河床部分であったことが判明し，北部では河床

の基盤となる砂礁層の上に堆積した褐色土層が河道の岸部の基盤となっている。ただ，河床か

らも土墳・柱穴などの遺構が検出されており，流路の変更又は河川の流れによって河道の岸部

は出入りがあり，陸化した時期には河床を人々が土地利用している状況が確認された。

4 まとめ

今回の調査により，当初期待していた乙訓寺および今里遺跡に関する遺構が検出され，多量

の遺物が出土した。遺構は主に段丘上を開析する旧河道に関するもので，今里地区の旧地形復

原および乙訓寺の寺域を検討する上で貴重な成果を得ることができた。

調査地は旧河道の左岸から河床に至る部分にあたり，遺構はほぼ層位的に検出され， B卜レ

ンチではI期からVI期にわたりその変遷が確認された。これらの変遷時期および遺構の性格に

関しては，出土遺物の整理を待ってから詳細に検討する必要があるが，ここでその概要につい

て述べておこう。

A.Bトレンチの基本的層住はほぼ同様で、，無遺物層の堅固な砂礁からなる地山面(第11層

以下)の上に粘土・砂・砂磯等を交互に堆積する土砂(第 4~10層)があり，さらにその上

層にほほミ水平に堆積した客士・耕作士(第 1~3 層)がある。

旧河道による堆積層は第4~10層であり，その最大の厚さはA トレンチでL6m ， B トレンチ

で1.5mを測り，激しい川の堆積作用を物語っている。この堆積層は瓦類等の出土遺物から第4・

5層と第6層以下とに大きく 2時期に分けられる。第4・5層からは瓦や平安時代初ごろまで

の土師器・須恵器や弥生土器等が出土し，第6層以下では瓦の出土は認められず(3世紀末~

7世紀初以前の士師器・須恵器や弥生土器が出土している。また， Bトレンチの最下層第10層
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からは弥生土器とともに須恵器が出土している。このことから，この河道は古墳時代から平安

時代初のものであり，第 4 ・ 5 層が 6 世紀末~7 世紀初以降に第 6 層以下が 6 世紀末~7 世

紀初までにそれぞれ堆積したものであると判明した。これらの堆積層から出土した遺物は付近

に生活を営んで、いた人々によって投棄されたものであり，前者は古代の乙訓寺に，後者は弥生

時代から古墳時代の集落遺跡である今里遺跡に関するものであると考えられる。ただ今回の調

査は， ~可道の河床の一部分で，河道の時期は断定が困難で、あり，その規模についても明ら

かにし得なかった。また，先にのべたとおり各時期において河床部分から遺構が検出されてい

る。これらは河道の流れによって一時期陸化した河床を人々が土地利用していたことを示すも

のである。とくにBトレンチのII. N期では溝のほかに主墳や柱穴があり，その性格が留意さ

れたが，調査面積が狭い為明らかにし得なかった。

一方，この旧河道の上にある第 2・3層は，瓦器のほかに平安時代以前の土師器・須恵器や

弥生土器・瓦が大量に混入し，約O.5mの厚さで堆積している。このことは中世頃までに人為

的に整地されヲ河道が完全に廃絶したことを物語っている。
(7 ) 

ところで，この旧河道は，日下雅義氏の地形分類によると，段丘下位とその上に土砂が堆積

し形成された扇状地の境に沿ってほぼ北西から南東に流れ，下流で現在も流れる風呂川に注ぐ

もので，この旧河道の痕跡を示す小川が現在も流れている。
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最後に乙訓寺の寺域について述べておこう。寺域は，前述のとおりこれまでの発掘調査成果

や周辺の条里の検討などから，少なくとも長岡京期には東西3町@南北2町の規模で，当地はその

西辺にあたると推定されている。この旧河道が検出されたことにより，当地が推定通り寺域の

西辺であると考えでほぼ間違いないであろう。これは河道から出土した大量の瓦や緑紬陶器等

の土器類からも裏付けられる。とくに瓦類は車ff瓦1点を除き丸瓦・平瓦であるが Aトレンチ

のすぐ東側で検出された，瓦溜り SK800101から出土した寺創建期の所用瓦と同様の特徴をも

つものである。したがって，乙訓寺は第四図のとおり西側が北西から南東に流れる河道，北側

が大正寺川，南側が風呂川によって画される段丘上に立地していたと言えるであろう。

注1) なお， (財)長岡京市埋蔵文化財センタ一白川成明・奥村暁美氏に多大なご協力を得た。

2 ) 乙訓寺は，寺伝によると聖徳太子の開基とされるが，境内を中心に出土する瓦からみる

と，飛鳥時代にj朔るものはなく，奈良時代前期に求める説が有力視されている。

3 ) 百瀬ちどり・中尾秀正「まとめ」長岡京市教育委員会「長岡京市文化財調査報告書」第

12冊 1984年

4 ) 吉本莞俊「乙訓寺発掘調査概要」京都府教育委員会『埋蔵文化財発掘調査概報(1967)~ 

1967年

5 ) 百j頼ちどり。中尾秀正「まとめ」第106図今里地区の地形(臼下雅義氏原図) 長岡京市

教育委員会『長岡京市文化財調査報告書」第12冊 1984年

6 ) 竹井治雄「長岡京跡第8001次 (7ANIKU地区)立会調査概要」長岡京市教育委員会

「長岡京市文化財調査報告書』第12冊 1984年

7 ) 注5に同じ

8 ) 注3に同じ，第113図



第3章 長岡京跡右京第249次(7ANINE-4地区)調査概要

右京三条二坊五町(三条第二小路) ・今里北ノ町遺跡一

l はじめに

l 本報告は， 1986年11月25日から12月24日まで，長岡京市野添一丁目47-5他において実施

した長岡京跡右京三条二坊五町(三条第二小路)推定地，および今里北ノ町遺跡の発掘調査

に関するものである。

2 本調査は，宅地造成工事に伴う事前の発掘調査であるが，三条第二小路を究明するため，

圃庫補助金の一部を使用した。調査面積は約125ばである。

3 調査は，長岡京市教育委員会が主体となり，調査員は(財)長岡京市埋蔵文化財センター

に派遣を依頼し，山本輝雄が現地を担当した。

4 発掘調査および本報告の作成にあたっては，京都文教短期大学教授 中山修一，立命館大

学教授 日下雅義，京都府山城郷土資料館 橋本清ーの各氏より種々の御教示を受けた。
(1 ) 

5 調査後の遺物実測や図面製図には，多くの方々の協力を得た。

6 本報告の執筆ならびに編集は 9 山本が行った。

第20図発掘調査地位置図 (1/5000)



26 調査経過

2 調査経過

1986年10月，大成ハウス株式会社より長岡京市野J恭一丁目47-5他において宅地造成工事の

計画がある旨，長岡京市教育委員会に届出があった。届出地は，阪急長岡天神駅の北方約1.1

回，新興住宅街の一角に位置している。地形的には，東の小畑川と西の風呂川とに扶まれた氾

濫低地に立地しているが，現状は造成地であるため，地表面の標高は23.7mと付近の水田面よ

りも 1mほど高くなっている。長岡京の条坊復原によると，右京三条二坊五町の北東部にあた

り，北辺には三条第二小路が想定される所であった。この三条第二小路については，右京第37
(2 ) 

次調査で南側溝と推定される東西溝が検出されており，その西に隣接する当該地でもその延長

部分の存在することが充分予想された。届出を受けた市教育委員会では，遺跡の重要性を鑑み，

発掘調査が必要との判断を下した。調査は，国庫補助事業として市教育委員会が担当すること

になり，財団法人長岡京市埋蔵文化財センターから調査員を派遣してこれを実施した。

調査では，三条第二小路の確認に主眼をおき，発掘区の設定を行うことにした。発掘区は，

調査対象地の北寄りに東西約8m，南北約6mの第1卜レンチとヲその西端から南へ東西約4m，

南北約13mの第2トレンチを設定した。調査は，1986年11月25日に着手し，重機を用いて盛土，

耕土，床土を除去した後，人力で遺構検出に努めた。その結果，撹乱を受けた所が一部あった

ものの，長岡京期の遺構面を確認し，第1トレンチでは東西溝を，また第2トレンチでは掘立柱建

物の一部を検出したためヲ第2トレンチを南へ5.5m分と東ヘ3ケ所部分的に拡張した。さらに

その下層において，弥生時代と推定される遺構の存在が明らかとなり 4条の自然流路を検出

したが，とめどない湧水の影響で，壁面の崩壊や排水作業など調査の進行に障害をもたらした。

こうして，現地での調査を終了したのは年の瀬の12月24日で， 125m'の小規模な調査面積では

あったが，大きな成果を得ることができた。
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第21図発掘作業風景 第22図発掘区概念図
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3 検出遺構

調査地は，先にも述べたが既に造成されており，地表面よりO.6~1. 3mまで盛土が厚く施さ

れている。盛土以下の基本層序を述べると，耕土と床土があり，その下に灰褐色喋混り土が発

掘区の全域に広がっている。床土は，第2トレンチではo.25mと厚<，第 1トレンチでは0.1

mと薄い。灰褐色磯混り土は，厚さ約O.lmほどの薄い層で，土師器・須恵器・瓦器などととも

に0.05m大前後の離を多く含んで、いることからみて，洪水による氾濫の影響を被って堆積した

土層と考えられる。この層の下には，茶灰色粘土と暗灰色粘土がそれぞれ0.1~O. 2mほどの厚

さで堆積していた。このうち，前者は第2トレンチの南半部には認められないが，長岡京期を

含む平安時代前期の遺物を多く包含している。一方，後者は全域に広がる堆積層であって，長

岡京期の遺構はこの上面において検出した。暗灰色粘土の下が，淡緑灰色粘土の地山となって

いる。ただし，第1トレンチでは暗灰褐色砂質土が，また第2トレンチの南部には暗灰色炭混

り土がそれぞれ地山の上に堆積している。地山面は，南北方向がほぼ平坦で、あるのに対して，

東西方向では西から東へなだらかに傾斜している。弥生時代と考えられる下層遺構のすべては，

この地山面で検出した。

(1) 長岡京期の遺構

長岡京期の遺構としては，溝1条と掘立柱建物2棟などがある。いずれも暗灰色粘土層の上

面において検出したが，その上面を覆う茶灰色粘土層から長岡京期の土師器，須恵器，瓦など
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第24図 第2トレンチ西壁土層図(1/80) 
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が少なからず出土していることから，遺構面はいくらか

削平を受けている可能性が強い。

溝 SD24901 (第23・25・26図，図版9・10) 第

1トレンチから第2トレンチの北部にかけて，長さ約13

m分を検出した東西方向の素掘り溝である。溝の一部は，

かつて擁壁工事の掘削で，撹乱を受けていた。幅1. 4~1. 5

m，深さO.2~0.4m ほどの規模をもち，東西とも発掘区

域外に続いている。溝の掘肩は，南辺が直線的で、あるの

に対して，北辺は若干の出入りがあった。溝内には，足

跡とみられる凹みが顕著に認められ，底部はおおむね西

から東に向ってゆるやかに傾斜している。 i幕内の堆積層

は，粘質土が西端部でわずかに認められた以外は，ほと

んど砂磯層であり，かなりの流水があったことを示して

いる。堆積層中からは，土師器，須恵器，瓦，陶硯，木

製品などがまとまって出土しており，長岡京期に埋没し

たことが明らかとなった。また，溝の西端において，北

辺には人頭大の自然石を 2個置き，南辺には側板を杭で、

固定した護岸施設が認められた。側板は，転落した状態

のものがl枚あり，角杭も溝の中に向って轡曲していた。

当所は，後述のごとく下層に自然流路があり，地盤が弱

いゆえに上記のような護岸が施されたのであろう。この

溝は，その検出位置や規模などからみて，右京第37次調

査でのSD3703に連接することは明らかで，三条第二小

路の南側溝に比定することができる。

なお，第 lトレンチの東寄りで， S D 24901の南辺か

ら約0.25mの所に人頭大ほどの石を 2個並べ置いたSX

24904がある。東側の石材はチャート，西側の石材は凝灰
(3 ) 

岩を用いており，両者の間隔は約1.4mある。これらと対

になるものが，溝の北側では未検出なので，断定しえな

付表一 2 遺構座標表

遺構番号
国土座標

X 座標 I y 座標

j葬SD 24901 -118，476.1 -27，512.3 

。

7ζ三ここ""=

撹

舌L

-y=司2て520

一-Y=-27515

2m X=-118，475 

第25図溝SD 24901実測図(1/80) 

f席 考

三条第二小路南側溝
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第26図溝SD2490l土層図(1/40)

いが，溝を渡す簡易的な橋の礎石になる可能性を

想定できょう。

掘立柱建物S824902 (第23・27図，図版11)

第2トレンチの南部において検出した，東西l

間以上，南北3間の南北棟建物で，梁行は発掘区

域外へのびている。柱聞は，桁行が北から 2.4-

201-201m，梁行は北辺が 201m，南辺が 2.4

mといずれも不揃いで、ある。建物の主軸はほぼ真

南北，真東西を向いている。桂掘形は，一辺約0.5

mほどの隅丸方形を呈しているが，柱根はもとよ

り，柱痕跡も不明瞭であって，わずかにP2にお

いて柱抜き取痕が確認されたにすぎない。柱掘形

内からは，土師器，須恵器，瓦の破片が少量出土
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第27図 掘立柱建物SB 24902実測図(1/100) している。

掘立柱建物 S824903 (第23・28図，図版11)

S B24902の西にある東西1間以上，南北2間の

東西棟建物で，桁行は発掘区域外へ続いている。

S B 24902と重複関係があるものの，柱掘形どうし

の切り合いをもつものがないので，両者の前後関

係は不明で、ある。柱間寸法は，桁行・梁行とも201

m(7尺)等聞で，建物の主軸は東で南に 3050'ほ

ど振れている。柱掘形は，一部いびつな形のもの

もあるが， :to' ::/S'むね一辺約0.5mほどの隅丸方形

を呈する。柱掘形内の遺物は少量で、あるが，土師

器，須恵器，瓦などの破片が出土した。

この他，建物や柵例としてまとまらない 2個の
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柱掘形 (P4・P13)がある。このうち， P13か

らは重圏文の軒丸瓦が1点出土している。 第28図 掘立柱建物SB 24903実測図(1/100) 
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(2) 弥生時代の遺構

弥生時代と推察される遺構としては， S D 24905~ S D 24908の自然流路が検出されている。

いずれの流路も，自然地形の傾斜に沿った方向に流下しているが，そのうち SD24907とSD

24908がSD 24905に合流して注ぎ込んで、いる。

流路SD24905 (第23・29図・図版12・13) 第2トレンチのほぼ全域を占める・ような状

態で検出した，北北西から南南東に延びる自然流路である。幅2.8~3. 2m，深さO.7~0. 9mあ

って，側壁面は東西ともかなり急傾斜をな Lて落ち込んで、いる。両岸は，いずれも出入りが顕

著で，特に東岸の一部ではコブ状に丸く張り出していた。この位置は，流路SD24907が合流す

る地点の対岸にあたり， S D 24907からi主き、、込む流水によって丸く扶り取られたものと推測され

る。流路の底部は，北側において南北に細長く凹み深くなってはいるものの，おおむね北から

南に向って次第に下降している。流路内には，砂磯や流木等を多量に含む有機質土，それにシ

ルトが互層となって堆積しており，層序もかなり乱れていた。この流路からは，弥生土器の破片

が数点出土したにすぎない。

なお，この流路にはSD24907とSD 24908の2本の流路が西から合流して注ぎこんでいる。

前者は幅約1.2m，深さ約0.5

しか石室521していないので， そ

の全容は不明だが，幅約2.8m

以上，深さ約0.7mを測る。

この流路は，先のSD24905 E(x=ー118，486LIne) Y〉 271520

に比べ側壁の傾斜角がゆる

やかで， しかも 2段に落ち込

んでいた。流路内は，砂磯と

粘土の互層堆積であるが，遺

物はほとんど出土していない。

m，後者は幅約2.2m，深さ

約0.5mほどあるが，ともに

その一端しか確認していない

ので詳細は不明である。

流路SD24906 (図版13)

第1トレンチの東端で検出

した北西から南東に流下する

自然流路である。流路の西岸

(x=一118，480Line) Y=-27，520 
W 
L 

(x=ー 118，483Line) Y=-27，520 
W 
L 

l 灰色砂質土
2 暗灰色炭混り粘土
3.青灰~暗青灰色砂傑
4. '" 
(植物遺体を多く含む)

5 灰色-i音茶灰色シルト
6.時茶灰色有機質土
7.日音青灰色粘土

W 
L 

L=22.1m 

m
 
-

第四図流路SD 24905土層図(1/40) 
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4 出土遺物

今回の調査では，土器類，瓦類，土製品，木製品の他，植物遺体など各種の遺物が整理箱に

して20箱ほど出土している。これらの遺物は，包含層および溝，建物， 自然流路などの遺構か

ら出土したもので，古くは弥生時代に属するものから新しくは鎌倉時代に至る時期のものがあ

る。それらの中で，量的には長岡京期の遺物が大部分を占め，弥生土器や古墳時代の須恵器，

それに長岡京期以降の緑粕陶器，灰粕陶器，白磁，瓦器などの遺物はごく少量で、ある。ここで

は長岡京期の遺物を中心に説明した後，今里北ノ町遺跡に関る長岡京期以前の遺物について概

目各したい。

(1) 長岡京期の遺物

おもに溝SD 24901からまとまって出土した他，掘立柱建物の住掘形や包含層からも出土し

ている。出土遺物のうち，土師器と須恵器が圧倒的に多く，瓦類がそれに次ぎ，黒色土器や製

塩土器，それに土製品(陶硯・竃)，木製品なども若干ある。したがって，出土量の多い土師

器，須恵器については遺構ごとに分けて記述し，その他の遺物についてはまとめて報告する。

なお，土師器，須恵器の器種名および調整手法についての呼称法は，奈良国立文化財研究所『平

城宮発掘調査報告~VJ[ .XIでの諸例に準拠した。

溝SD24901出土土器 (第30・31図，図版14・15) 溝内の堆積層は2層に分れるが，層

位ごとで土器の様相に差異はなく， しかも互いに接合できた例が認められたため，ここでは一

括して報告する。なお，砂喋層からの出土とはいえ，土器の遺存状況は比較的良好で，顕著な

摩滅を受けたものは少ない。

付表-3に示したごとく，土師器と須恵器の比率は49:51の割合となり，両者は量的に桔抗し

ている。これらの土器類を用途別にみると，食器が69%，貯蔵器が22%，煮炊器が9%となり，

土師器と須恵器それぞれの食器が占める割合(約70%)と合致する。

土師器には， f不A，f不B，f不B葦，皿A，i宛A，壷B，査E，高f不A，窒Aなどがある。

f不A (l ~4) は，口縁部が外上方に聞き，端部を内側に巻き込むことを常とする。内面は

いずれもヨコナデし，外面は底部から口縁端部までヘラケズリする c手法(1・4)，底部と

口縁部下半をへラケズリする b子法(2・3)の 2者がある。 b子法の土器は，口縁部上を強

くヨコナデしたため，やや外反気味になる。胎土には赤色粒を含み，樫褐色を呈するものが多

い。法量からみて f不AIIに属する。 1・2の底部外面には，墨書されている。

郎B (5)は， f不Aの底部に断面台形の高台を貼り付けた土器。外面は， c手法の後ヘラミ

ガキを加え，内面はヨコナデ調整している。胎土はきめ細かく，淡灰樺色を呈するが，この他に

茶褐色を呈し，赤色粒や石英などを多く含む組固な胎土のものもある。 6は， f不B蓋のつまみ

部で，胎土と色調は時Bの後者に類似する。
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皿A (7 ~10) は，法量により皿A 1 (10) と皿AII (7~9) に分れる。皿AI は口縁端

部を内側に巻き込み，外面の調整はb手法と c子法 (10)がある。皿AIIには，口縁端部を内

側へわずかに巻き込むもの(7・8)と，まっすぐ終るもの(9 )がある。外面の調整は，先

の2手法に加えて e手法のものが存在する。皿A1 . IIとも，胎土や色調は印Aや郎Bに共通

するものが多いが，なかには淡桃色を呈し，精良な胎土をもっ特徴的な土器(9 )がある。

I宛A (11 ~14) は，口径12~14cmほどの埼A 1 (12~14) と， 10cm前後のt宛AII (11)に分

れる。埼AIIとした11は，長岡京で普遍的にみられる域Aの形態よりはむしろ i不Aに近似し，

外面の調整についても c手法の後，密にへラミガキを施す点で特異な存在だといえる。埼AI

は，口縁端部をわずかに折り曲げて突出させるもの (14) と，すなおに終るもの (12・13)が

認められるが，後者の量が多い。内面はすべてヨコナデ調整し，外面は c手法で仕上げるもの

(14) ，口縁上部のみをヨコナデし，以下を調整しない e手法(12・13)がある。胎士や色調

は，織密で淡灰樺色を呈するもの，赤色粒を多く含み樟褐色を呈するものなどがある。なお，

f宛Aと考えられる土器の内面に，漆の付着したものが1例認められた。

査Bは，いわゆる墨書人面土器と称される類の壷で，大小の2種が存在する。いずれも小片

であるため図示していないが，大型品は口縁端部をつまみ上げているのに対して，小型品(口

径8cm前後)ではすなおに終っている。いずれも口縁部を強くヨコナデし，以下は未調整であ

る。なお，人面の一部かと思える墨描した破片が1点ある。

壷E (15)は，体部上端がするどく内折して肩をなし，内傾気味の短い口縁部がつく小査。

摩滅が顕著であるものの，体部外面はへラケズリしているようである。

高i不A (16)は，脚柱部から裾部にかけての破片。脚柱部は，粘土紐を巻き上げて作製(a 

手法)した円筒の外面を縦方向にへラケズリし，七角形に面取りを行っている。面取りは，裾

部側から杯部側に向って施しているようである。裾部は，外下方に大きく聞き，端部を下方に

突出させている。裾部の外面は，ヘラミガキを施しているが， 1周を 6分割するように行って

いる。胎土には，赤色粒や長石などを多く含み，樺色を呈す。

婆 (17~22) は，全形の知られるものがないが，そのほとんどは薯A になるものと思われる。

口径26cm以上の大型品 (21・22)と， 21cm以下の小型品 (17~20) がある。大型品には，口縁

部が「く」の字状にするどく外折し，屈折部から胴部へなだらかに移行する形態(21)と，口縁部

が「く」の字状に外折するが，その度合はゆるやかで，肩部に明瞭な稜線のみられるもの (22)

がある。前者は，口縁端部を上方につまみ上げて突出させ，端面に沈線を 1条巡らしている。

内面の調整は，ヨコナデが丁寧に強く施されているため，口縁部のハケメを消去し，屈折部に

稜線が生ビている。外面は，口縁部をヨコナデし，屈折部以下を縦位のハケメを施す。胎土に

は，比較的大きめの砂粒を多く含み，淡茶灰色を呈するが，硬質に焼成されており，他の警と

は様相を異にする。後者は，口縁端部を内側に巻き込み，肩部にみられる稜線は強くヨコナデ
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することによって生じたものである。この形態の警は，長岡京で普遍的にみられ，後述する小

型品の中にもかなり存在する。内面は，口縁部と頭部からやや下ったところまでをヨコナデし，

以下はナデ調整している。胴部外面は，斜位のハケメを施した後，粗くナデを加えてハケメの

一部を消す。小型品の形態は，大型品の22に類似するもの (17~19) と，口縁部が大きく外反す

るもの (20)がある。口縁端部は，内側に巻き込むもの (17・20)，上方にわずかに突出させ，

端面に沈線を巡らすもの (18 ・ 19) がある。 17~19は，いずれも口縁部内面に横位のハケメを施

し，外面も斜位のハケメで調整している。このうち， 18・19の外面には煤の付着がみられ， 19 

では底部内面にまで及んで、いる。胎土や色調は，赤褐色で、細かい砂粒を多く含み組固な素地の

もの (20) ，胎土が比較的密で、淡灰樺色を呈するもの (17~19) などがある。

須恵器には t不A，f不B，f不B蓋，皿B，盤，高印，査G，壷L，査M，壷N，警などの器

種がある。

時A (27~31) は，法量によって口径17cm前後の郎A 1 (30・31)，口径11~13. 5cmほどの

時A1I (27~29) とに分れる。印AI は，口径に対して器高が低く，皿A の法量に近似してい

る。口縁部は大きく外上方に聞き，端部を丸くおさめている。底部は平坦で、，外面にはヘラ切

りの痕跡をとどめている。郎AlIは，口縁部が内管気味に立ち上り，底部は平坦なものと丸昧

をもっているものがある。印Aは，全体的にみて灰白色を呈する軟質なものが目立って多い。

また，火惨を受けたもの (27・31)や内面に黒色物の付着が認められるもの (30) もある。

杯B (23~26) も，法量により口径16~18cmの杯B II (23~26) と，口径12~14cmほどの時

BIllがある。口縁部は，おおむね直線的に立ち上るが，なかには外反気味に聞くもの (23)も

ある。硬質に焼成され，灰色もしくは青灰色を呈するものが大半を占め， f不Aとは対照的な様

相を呈する。

t不 B 蓋 (32~36) は，印B と同様口径によって郎BII 蓋 (32 ・ 33) ， f不 B Ill蓋 (34~36) に分

れる。形態的には，器高が低く扇平なものと，笠形の天井部を有するものがあり，前者は杯B

H蓋に，後者は郎BIll蓋に多い傾向がある。また，口縁端部が屈曲しないB形態 (35)も存在

するが，ほとんどは端部が屈曲するA形態である。硬質に焼成されたものが多く，軟質焼成は

少ない。

皿B (37)は，口径が29.3cmもある大型品で，器壁も厚手である。軟質に焼成されており，

胎土には砂粒を多く含み，灰白色を呈する。

盤 (38)は，内外に拡張させた口縁端部をもっ。硬質に焼成され，暗青灰色を呈す。

高月 (39)は，脚柱部の破片であって，全形は不明で、ある。脚柱の上端に 1条，中央部に 2

条の沈線を巡らせている。焼成は，須恵質というよりも瓦質に仕上げられており，内外面とも

炭素が吸着している。こうした瓦質焼成の土器は，杯Aもしくは郎Bの口縁部片の中に 1点認
(4 ) 

められるが，類例に乏しく注目される資料である。
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壷Gには口縁部の細片がl点ある。内外面は暗青灰色，断面が赤褐色の色調で，通常の査G

特有の様相を呈している。

査L(41)は口縁部の破片で，端部を上方に突出させているが，上下に拡張させたものもあ

る。口縁部内面に，自然紬の付着するものが多い。

壷Mは壷Lの小型品であって，底部に高台を有するもの (40)と，無高台のものがある。こ

の他，図示し得なかったが，肩部に耳状の把手を貼り付けた査Nとみられる破片がある。

警 (42~46) はすべて破片であり，全形の知られる例は皆無で、ある。口縁部はいず、れも大き

く聞いているが¥端部の形態には種々あって，端部を上下に拡張させるもの (42・43)，わず

かに内方へ肥厚させるが水平面をもつもの (44)，下方に拡張させるもの (45)などがある 0

42と44の頭部には，沈線が施されている。 46は，平底を呈する警の底部と考えられ，外面は平

行タタキの後ナデ，内面は同心円の当て具痕を丁寧にナデ調整して消している。いずれも硬質

に焼成され，自然粧の付着するものが多い。

掘立柱建物 S824903出土土器(第32図) 建物の掘形内より少量の土器と瓦が出土して

いる。土器には土師器と須恵器の 2種あるが，細片が多くて図示可能なものは少ない。

土師器は， f不B，要Aなどがある。郎B(48)は，口縁部が内轡気味に立ち上り，端部を内側

に巻き込んで丸くおさめている。外面は c手法の後ヘラミガキを施し，内面はヨコナデ調整し

ている。婆A (47)は， P 4・5・7・10出土のものが接合できた土器である。球形に近い体

部と，-く」の字状に外折してのびる口縁部をもち，端部を上方に突出させている。外面の調

整は，縦位にハケメを施した後，口縁部にヨコナデを施してハケメをナデ消し，体部には斜位

のハケメやナデを加えている。口縁部内面と外面には，煤の付着が認められる。

須恵器には，祁B (50)， f不B蓋 (49)，査，警などがある。 49の時B蓋は，天井部が扇平で，

。

円三二一一一時噛

49 

20crn 

第32図 掘立柱建物SB 24903出土土器実測図(1/4)
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第33図墨書土器実測図 (1/4) 

口禄端部を屈曲させるA形態をとる。

墨書土器(第33図，図版15，付表-4) 墨書土器は，付表-4に示したとおり溝SD24901 

から10点、，包含層から 6点、の計16点、が出土している。その内訳は，土師器6点，須恵器10点、と

須恵器の量が多いものの，器種はいずれも郎・皿など供膳形態の土器に限られている。墨書の

記載位置をみると， :t不・皿では底部外面，蓋では項部内面で，内外両面とも記載する例はない。

そのうち，記載内容の判読できるものはほぼ半数あって，そのいずれもが「殿J 1字のみであ

ることはj主目に{直する。
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番号 内 ク'1コーー 器 種 記載位置 出土遺構 実測図番号

1 殿 土師器 :t;手 A 底部外面 溝SD2490l 2 

2 殿 " " " " 1 

3 殿 " 皿 A " " 10 

4 口 " t宛 A " " 

5 口 " 時 or皿 " " 60 

6 ロ " " " " 61 

7 殿 須恵器 t不 A 29 " " 

8 口 " " " " 58 

9 口 " t不Aor B " " 59 

10 口 " t不 A " " 51 

11 殿 " t不 B " 遺物包含層 52 

12 殿 " " " " 53 

13 殿 " " " " 54 

14 口 // 時 B 蓋 天井部内面 " 55 

15 殿 // f不AorB 底部外面 " 56 

16 口 // 1不 A // // 57 

黒色土器(第34図，図版15) 黒色土器は，溝SD24 

901から 3点出土しているが いずれも内面のみを黒色化

させる黒色土器A類である。時A (62)は，内外面とも密

にへラミガキを施し，内面にはさらに花文状の暗文で装飾

を加えている。胎土はきめ細かく，外面は桃色を呈する。

この他，図示していないが，胎土中に角閃石や雲母を多く

含み，茶褐色を呈する生駒山西麓産の時Aと考えられる底

部片がある。

製塩土器(第34図，図版15) 製塩土器は，溝SD24 

901および包含層から出土しているが，そのほとんどは細

片で，図示できたものはわずか 3 点にすぎない。 63~65は，

いずれも溝SD 24901出土のものである。 63は，口縁部が

ほぼ直立する厚手の土器で，端部は丸くおさめる。 64は，

外反する口縁部をもち，端部を丸く終らせる。 65は，尖り

気味の口縁端部を内傾させ， 63・64に比べかなり器壁が薄

い。いずれも胎土が組く，砂粒を多量に含んで、いるが，な

62 

-)υ 
/一)( ) 
/ -

1/， /'〆/
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1子1ヨハハ時

。

67 

かには融密な胎土をもつものや，植物を混和材として含ん

第34図黒色・製塩土器，土製品実測図(1/4)
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でいるもの (65)がある。内外面の調整は，粗いナデを施す場合が多く，内面にハケメを行う

ものや，極めて密な布目痕の残るものがある。

土製品(第34図，図版15) 土製品には，陶硯，竃などがある。

陶硯は， f暮SD24901から 2点出土している。 66は，圏脚円面硯の硯面部片である。硯面は，

海部から陸部にかけでなだらかに移行し，両者の区分は不明瞭で、ある。硯面には，墨痕はもと

より研磨の形跡もほとんど認められない。外堤はやや外上方に突出し，上端は平坦面をなす。

外堤径14.1cmを計る。外堤の下端には，断面三角形の凸帯を巡らせ，圏脚部には幅約1cmの長

方形透しを17個(推定)配している。胎土は，砂粒をほとんど含まず精良で，暗灰色を呈する。

硯面部を除く外面に，自然粕の付着が認められる。他の l点、は，脚端部の細片なので，詳細は

明らかではない。

竃 (67)は，付け庇をもっ竃の庇片で，庇部の幅から判断して基底部に近いところと思われ

る。 i炎灰褐色を呈し，庇の表面には煤とみられる黒色物が付着している。

瓦(第35図・図版16) 瓦類は，溝，建物の柱掘形，包含層から出土しているが，土器類

に比べて少量で、，そのほとんどが平瓦，丸瓦である。軒瓦には，軒丸瓦がI点あるにすぎない。

軒丸瓦 (68)は， P13から出土した重圏文軒丸瓦である。丸瓦部の後端と，瓦当外縁の一部

を欠失しているが，全体に残存度は良好で、ある。瓦当の文様は，中心に珠点、を配し，その周囲

に圏線を 3重に巡らせたもので，直径約150cmを計る。第 1圏線から外区ヘ至る各圏線の間隔

は，外側に向うほど狭くなる傾向があり，平城宮6012A型式に属するものと考えられる。瓦当

裏面の下半には，布目の痕跡がわずかに残っている。胎士には， 1~2rnm大の砂粒を多量に含

み，瓦質に焼成されている。

平瓦・丸瓦の大半は，溝SD 24901 ~すよび包含層から出土しているが，完形品は 1 点もない。

平瓦は，凸面に縄タタキを施すものが多く，事欠質焼成のものと，硬質焼成(瓦質・須恵質)の

し一一 15c皿←一一一一一一一→寸一一一一一一一一一一一斗

第35図軒丸瓦実浪u図 (1/3) 
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ものなど種々ある。丸瓦には，玉縁が付く。

木製品(第36図・図版15) 溝SD2490lから出土した曲 ¥ 

物や杭などの他に，遺物包含層から漆器が出土している。69は

曲物の底板で，厚さ約0.6cm，復原径は約17.5cmで、ある。側面に

は，側板を固定するための目釘穴が1個ある。片面は刃物痕が

明瞭に残り，もう片面は一端をケズリ取って薄くしている。

(2) 長岡京期以前の遺物

~J I 、 :J6唖

。 10crn 

第36図木製品実測図 (1/4) 

長岡京期以前の遺構としては， 4条の自然流路を発掘しているが，いずれも出土遺物に乏し

く，弥生土器の破片が少量あるにすぎない。また，遺物包含層や長岡京期の溝SD 24901から

も，古墳時代の須恵器や埴輪が若干出土している。

弥生土器 70・71は，ともに流路SD24905から出土している。 70は，口縁の端部を下方

に拡張させた広口査で，拡張部には3条の擬凹線文を巡らせ，その上から竹管で施文した円形

浮文を貼り付けている。内面はヨコナデし，外面はナデ調整の後九へラミガキを加えて仕上げ

ている。胎土には，長石や角閃石を多量に含み，茶褐色を呈することから生駒山西麓産である

と思われる。弥生時代後期(畿内第V様式)前半に属する。 71は，台付鉢の破片である。外面

は，ナデの後へラミガキを加えて調整し，底部内面はハケメを施した上からナデて仕上げてい

る。この土器も，後期に比定されるであろう。

5頁恵器 須恵器には，古墳時代のものと，歴史時代のものがある。 72と73は，遺物包含層

から出土した邦蓋である。 72は天井部と口縁部との境に稜を有し，口縁端部は内傾して面をも

っ。天井部は平坦で，ロクロケズリして仕上げている。 73は器高が低く，口縁端部を丸くおさ

めている。前者は 6世紀前半，後者は 6世紀後半に比定できる。 74は溝SD24901から出土し

た時Bの蓋で，口縁部内面に身受けのかえりを有する。天井部は盾平で，ロクロケズリにより

調整している。 7世紀後半頃のものであろう。この他，図示していないが，海SD2490lから

曜の体部片が出土している。

埴輪 円筒埴輪の小片が遺物包含層および溝SD24901から数点出土しているが，図示で

きるものはない。

匪奪ヨ正玉三組 / / 
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，/ " 
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71 
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第37園 長岡京期以前の土器実測図 (1/4)
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5 まとめ

今回の調査においては，当初予想したごとく長岡京の条坊と宅地に関する遺構が検出される

とともに，その下層でも弥生時代とみられる自然流路の存在を確認するなど，大きな成果を得

ることができた。ここでは，これまでに集積されている発掘調査の知見を考慮しながら，若干

の中食言すを加えておきたい。

条坊と宅地 今回検出した東西溝SD24901が三条第二小路の南側溝になるであろうこと
( 5 ) (6 ) 

は先に述べたが，この三条第二小路に関しては，左京第2次調査，右京第37次調査，同第83次
(7 ) 
調査の過去3回におよぶ調査例が知られている。左京第2次調査は，左京三条二坊四・五町に

またがる調査で，南北両側溝とみられる 2条の東西海が検出された。北側溝SD65は一部が確認

されたにすぎないが，南側溝SD66は約50m離れた 2地点で確認されている。前者では幅1.2

m，後者が幅2.2-2.4mを測り，側溝心々間距離約6.1mという小路の規模が明らかにされた。

右京第37次調査は，本調査地の東隣りにあたる右京三条二坊四町における調査で，南側溝SD

3703とそれに面する四町内の建物遺構が検出された。 SD3703は，幅1.2-1. 3m ほどあり，溝

底に足跡がみられることなど，今回の SD 24901と規模や状況が極めて近似している。右京第

83次調査では，西三坊大路との交差点

付近で南北両側溝が確認されている。

北側溝SD 8355は幅0.8-1mあり，約

24mの範囲で検出されているが，南側

溝SD 8365は幅0.6mほどしかなく，

しかも途中で途切れることなど遺存状

況が不良で，i幕心々間距離約5.8mと

左京第2次調査での規模よりもやや狭

く報告されている。このように，今回

を含めて 4地点で確認されている三条

第二小路の概要をまとめると，小路の

国土方眼に対する振れは，西端の右京

第83次調査地と東端の左京第2次調査

地との聞で，北側溝がO。ど53ぺ南側溝

が0'5'21"ほど京で南に振れることが知

られる。そうすると，両地点、の聞に位

置する SD3703およびSD24901は，

南側溝推定線よりも南へ2.5m前後ず

西
二
坊
坊
間
小
路
計
画
線

二条条間小路計画線

~~ 間
口

西
二
坊
第

小
路
計
画
線

zlt7 

*Rは右京の略称

第38図条坊遺構概念図
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れることになり，従って少なくとも南側溝の場合は一直線に施行されなかったことを示すもの

であろう。側溝の規模については，調査地点ごとでそれぞれ異なり，一様で、はないものの，北

側溝が南側溝よりも広い状況がみとめられる。このように，側溝の規模が東と西あるいは南と
(8) (9) (10) (11) 

北で異る条坊路は，三条第二小路の他に，南一条条間小路，三条大路，四条第二小路，五条大
(12) (13) 

路，西一坊大路，東二坊大路などで知られており，東西路では北側溝が，南北路では西側溝

が広い場合の多いことを指摘できる。また，路面幅は側溝心々間距離で5.8~6.1m を測り，従

前の調査により判明している長岡京の小路 (9m前後の規模が多い)のうちでは，狭い方の部

類に属している。なお，三条第二小路の条坊計画線は北側溝よりもさらに北方に位置しており，

条坊計画線が路面心と一致するー町北の三条条間小路や南の三条大路とは異なる条坊割であっ

たことが知られている。

次に，三条第二小路に面する五町の宅地においては，方位を違える 2棟の掘立柱建物を検出

した。いずれも小規模な建物と推定され，重複関係を有しているので，建て替えのあったこと

は明らかである。ごれらの建物は，五町の北東隅を占めるものであり，宅地利用の一端を知り
(14) 

得たにすぎないが，建物とともに検出されたSX24904を橋桁受けの礎石とすることが許され

るならば，南側溝に橋が渡されていたことになり，宅地の出入口を知る上に有効な資料となろ

う。さらに，「殿」と記載された墨書土器がまとまって出土したことも，当地の性格を知る手

がかりとして注目される。この殿という語句については， 「続日本紀」などの文献史料や木簡，

墨書土器などの諸例から，建物名称、あるいは官司のなかに認められる。たとえば前者では，大

極殿や大安殿をはピめ，寝殿，南殿，殿門など，宮域内に設けられた建物に多用されている他，

大仏殿や志太少領殿などといった寺院や地方官衡にわいても~殿と称される建物の存在が知ら

れよう。一方，後者としては，縫殿寮(中務省)，主殿寮(宮内省)，それに主殿署(東宮坊)

や殿司(後宮)などの官司にみられ，また殿司には尚殿や典殿という官職名，さらに主殿寮と

主殿署には殿部や殿掃部と呼ばれた使部にも殿の字を見い出すことができる。ところで，墨書
(15) 

土器では，文書や木簡と異なり，省略して記載される場合が多いようで，その点を考慮すれば，

「殿」の墨書土器は上記のいずれかの名称を省略したものと理解できないわけではなし1。とす

れば，当所およびその付近に官街もしくは~殿と称される立派な建物の存在を想定でき，加え
(16) 

て当所の西隣にあたる十二町において木簡や「衛門」と記す墨書土器が出土していることから

も，その可能性は強いといえる。ただし，そうした推論を裏づける遺構は，これまでのところ

未確認で、あり，今後資料の増加をまって慎重に判断を下したいと考える。

自然流路 次に，長岡京期の遺構面下で検出した流路について考えてみたい。今回確認し

た流路は総計4条あり，そのいずれもが自然地形の傾斜に沿った方向に流下し，乏しい出土遺

物であったものの弥生時代後期に推定されることは，先に述べたとおりである。なかでも S

D24905は比較的規模が大きく，複雑な堆積状況をみせる堆積土中に多量の流木を含み， しか
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も側壁が急峻で、あることなど，水量と流れの速さがかなりのものであったことを窺い知ること
(17) (18) 

ができた。このような流路の確認は，周辺地域の右京第7次調査，同第50次調査，同第54次調
(19) (20) (21) (22) 
査，同第75次調査，同第117次調査，同第245次調査においてなされており，今里北ノ町遺跡と

命名され，旧景観を復原するにあたっての貴重な資料を提供している。そこで，これまでに判

明している流路群の特徴をまとめると，次のようになる o

a 流路の方向は，おおむね西→東と北西→南東の 2者があり，いずれも地形の傾斜に従って

流下している。また.調査地点の異なる流路であっても，流れの方向や遺存地割などから，
(23) 

一連の流路として復原し得る例がある。

b 流路の規模については，最も広い幅15mから狭い幅 1m前後に至るまで様々な流路があり，

本流に相当するものや支流にあたるものが錯綜している。

c 流路内の堆積層をみると，砂磯やシルトがE層となって複雑に堆積し，流木を多量に含ん

でいる。このことは，水量が豊富なことに加えて，流れも相当速いことが知られる。

d 上記のごとから，流路の大半は自然に形成されたものとみられるが，護岸施設など人為が

明らかに加えられている例もわずかにあり，人工的な開撃による流路を含む可能性を想定で

きないわけではない。

e 流路が機能していた時期は，出土遺物の内容からみて，弥生時代中期から後期にかけての

時期に限られるようで，少なくとも長岡京期までには完全に埋没したといえる。

以上のような様相を呈する流路群は，現在の坂川，大正寺川，風呂川，小畑川などの中小河川

の旧流路であったことは確実で、，氾濫低地内を葉脈のごとく幾筋も流下していたものと推察さ

れる。従って，このような環境のところでは，居住域というよりは，むしろ水田地帯としての
(24) 

利用度が高かったに相違なく，右京第117次調査での花粉分析から導び出された成果において

イネ科が高出現率を示すことからも，窺い知ることができる。ちなみに，居住地域は，当所の

西方に広がる今里遺跡を想定することに異論はないであろう。

注1) 白川成明，前田明美，田中智紀，井上礼子，渡辺美智代，倉橋裕之。

2 ) 岩崎誠「右京第37次 (7ANI.NE地区)調査概要」 長岡京市教育委員会・長岡京跡発

掘調査研究所『長岡京市文化財調査報告書』第12冊 1984年

3 ) 石材の鑑定に関しては，京都府山城郷土資料館の橋本清一氏にお願いした。橋本氏によれ

ば，当調査出土の凝灰岩は，これまで長岡宮内より発見されている凝灰岩に比べ，硬質で様

相が異なるとのことである。なお，同様の凝灰岩は，七ツ塚5号墳を巡る周j豪から出土して

いることが，橋本氏の鑑定により判明した。従って，以下の報告書に花商岩とあるのは誤り

で，ここに訂正しておく。原秀樹他「長法寺七ッ塚古墳群第1次調査概要」長岡京市教育委

員会『長岡京市文化財調査報告書」第17冊 1986年

4 ) 瓦質焼成の須恵器は，二条大路北側溝SD 12026 (左京第120次調査)から杯Bの破片がl点
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出土している。向日市教育委員会の秋山浩三氏より御教示を受けた。

5 ) 高橋美久二他「長岡京跡左京三条二坊第1次調査概要」京都府教育委員会「埋蔵文化財発

掘調査概報~ 1975 1975年

6 ) 注 1に同ビ

7 ) 山口博他「長岡京跡右京第83・105次発掘調査概要」財団法人京都府埋蔵文化財調査研究

センター『京都府遺跡調査概報」第9冊 1984年

8 ) 長谷川達他「長岡京跡左京第118次調査」財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター『京

都府埋蔵文化財情報」第15号 1985年

9 ) 注4に向。

10) 宮原晋一他「長岡京跡左京第106次 (7ANFTB-3地区)発掘調査概報」向日市教育

委員会『向日市埋蔵文化財調査報告書」第17集 1985年

11) 木村泰彦他「長岡京跡右京第96次 (7ANKUT-4地区)調査概要」財団法人長岡京市

埋蔵文化財センター「長岡京市埋蔵文化財調査報告書」第1集 1984年

12) 山本輝雄他「長岡京跡右京第77次(7ANKSM地区)調査概要」長岡京市教育委員会「長

岡京市文化財調査報告書」第9冊 1982年

13) 小田桐淳他「長岡京跡左京第87次 (7ANMTG-3地区)調査概要」財団法人長岡京市

埋蔵文化財センター『長岡京市埋蔵文化財調査報告書』第1集 1984年

14) 平城京の左京八条三坊十坪においても，同じ構造をもっ橋が確認されている。奈良県教育

委員会「平城京左京八条三坊発掘調査概報~ 1976年

15) i青木みき「墨書土器『車宅』をめぐって」中山修一先生古稀記念事業会「長岡京古文化論

叢~ 1986年

16) 木村泰彦「右京第168次 (7ANIFD地区)調査略報」財団法人長岡京市埋蔵文化財セ

ンター『長岡京市埋蔵文化財センタ一年報』昭和59年度 1985年

17) 高橋美久二他「長岡京跡右京第26次調査概要」京都府教育委員会『埋蔵文化財発掘調査概

報~ 1980-2 1980年

18) 吉岡博之他「右京第50次 (7ANIKC-2地区)調査概要」長岡京市教育委員会・長岡

京跡発掘調査研究所『長岡京市文化財調査報告書』第12冊 1984年

19) 山本輝雄他「長岡京跡右京第53・54次 (7ANIST-2・3地区)調査概要」長岡京市

教育委員会『長岡京市文化財調査報告書』第9冊 1982年

20) 山本輝雄「長岡京跡右京第75次 (7ANIKC-3地区)調査概要」長岡京市教育委員会

「長岡京市文化財調査報告書』第9冊 1982年

21 ) 小田桐淳他「右京第117次 (7ANISB-2地区)調査概報」財団法人長岡京市埋蔵文

化財センター「長岡京市埋蔵文化財センタ一年報」昭和57年度 1983年

22) 長岡京連絡協議会での発表資料による。

23) 流路の復原については，かつて注目の文献において若干の検討を行ったことがある。

24) 注21の文献において，伊辻忠司氏の分析結果が掲載されている。
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付表-5 溝SD 24901出土土器観察表

。法量の単位はcm

。器高の( )は現存高を示す。

器種 器形
法量

番号 器形の特徴 手法の特徴 月台 土 焼成・色調 残存度 備 考
口径器荷

。平担な底部と，外上方に 。外面は，底部から口縁端 。長石・石 。良好 。1/4 。底部外面

14.6 
聞く口縁部からなる。 部までヘラケズリする c 英・赤色 。淡検色 に「殿」の

4.0 1 。口縁端部は，内側に巻き 手法。 粒を含む 墨書有り

t手、
込む。 。内面はヨコナデする。
o 2・3は，口縁上部をヨ 。外面は，底部から口縁部 。長石・石 。良好 。底部の 。底部外面
コナテーするため，やや外 下半をヘラケズリする c 英・赤色 。淡燈色 一部欠 に「殿」の

15.4 3.6 2 反気味になる。 手法。 粒・雲母 墨書有り
。内面はヨコナデ調整。 を含む。

。外面は c手法。 。長石・石 。やや軟 。 l/H~
16.8 4.3 3 英・赤色 0;斑燈色

A 
粒を含む。

。外面は b手法。 。長石・石 。良好 01/8 

16.8 3.3 4 
英・赤色 。燈色
粒・雲母

土
を含む。

土手 。杯Aの底部に，荷台をつ 。外面は c手法の後，へフ 。長石・石 。良好 o 1/6 

18.4 4.9 5 
けたもの。 ミガキを加えて調整。 英・赤色 。淡檀色

粒・雲母
B を含む。

。扇平なつまみ。 。ナデ調整。 。赤色粒・ 。良好 。つまみ
t手 雲母・長 0明茶褐色 完形

B I 2.2 (1. 6) 6 石・チャ

つまみ ート・石
蓋 英を多量

に含む。

。口縁部が内智気味に立ち 。外面はc手法。 。長石・石 。良好 o 1/4 
上がり，端部を内側に巻 英・赤色 o~車種色

15.8 2.6 7 き込むもの(7・10)と， 粒・雲母
すなおに終るもの(8・ を含む。
9 )がある。 。外面はb手法。 。長石・石 。良好 o l/H~ 

皿 英・赤色 。燈色
15目。 2.5 8 粒・チャ

師 ートを含
む。

A 114.4 
。外面はe手法。 。長石・石 。良好 。1/8強

2.2 9 英・赤色 。淡桃色
粒を含む。

0'外面はc手法。 。長石・石 。良好 o l/H~ 。底部外面

21. 6 2.6 10 
英・赤色 。淡按色 に「殿」の
粒・雲母 墨書有り
を含む。

。口縁部が外上方に立ち上 。外面はc手法の後，ヘラ o長石・石 。良好 。1/4
10.8 (4.0) 11 がり， t不Aの形態に類似 ミガキを密に施す。 英・赤色 。燈色

する。 粒を含む。

。口縁部は内母気味に立ち 。内面と口縁部外面をヨコ 。長石・石 。良好 01/4 
12.0 (3.2) 12 上がり，端部在わずかに ナデし，他は未調整と思 英・赤色 。淡燈色

t苑 折り曲げて突出させるも われる(e手法)。 粒を含む。
の (14)と，すなおに終 。長石・石 。良好 o l/H~ 
るもの (12・13)がある。 英・赤色 。淡燈色

A 12.8 (3.2) 13 粒・雲母
器 を含む。

。外面の調整はc手法。 。長石・石 。良好 01/6 。口縁端部

14.0 ( 3.4) 14 
英・赤色 。桜色 に黒色物
粒を含む。 カ吋す着す

る。

壷 。体部上端がするどく内折 。外面はヘラケズリ，内面 。長石・石 。良好 。1/8
8.9 (4.0) 15 して肩をなし，内傾気味 はヨコナデ。 英・赤色 。樫褐色

E の短い口縁部がつく。 粒を含む。

。脚柱部からなだらかに移 。脚部は形，粘土紐を巻き上 。長石・石 。良好 03/4 
高 行する裾部は端，大きく外 げて成する b手法。 英・赤色 。燈褐色

t手
15.7 (9.9) 16 下方に聞き， 部を下方 。脚柱部外面は，ヘラケズ 粒・雲母
底径 に突出させる。 リする。 を含む。
A 。脚柱部は， 7角形に面取 。裾部は外面に，を 6分割し

りする。 てヘラミガキ施す。
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|騨 器形
法量

番号 器形の特徴 手法の特徴 目古 土 焼成・色調 残存度 備 考
口径器品

。口縁部はゆるやかにr< J 。外面の調整は，縦位のハ む長石・石 。良好 。1/4
17.6 (3.2) 17 の字状に外反t..，肩部に ケメを施した後，口縁部 英・赤色 。淡積褐色

明瞭な稜線を有する。 を強〈ヨコナデし，体部 粒を含む。

。口縁端部は，内側に巻き は斜位のハケメを加える。 。長石・石 。良好 。1/4 1 0外面に煤

15.6 (6.3) 18 込むもの (17)や，上方 。内面は 口縁部体に横位の 英・赤色 。淡黄褐色 付着。

土
にわずかに突出させ，端 ハケメを施し， 部はナ 粒を含む。
面に沈線を施するもの デ調整する。

。良好 。1/5 ! 0内外面と(18・19)がある。 。長石・石

16.0 (14.9) 19 英・赤色 。内・淡茶灰色
粒を含む。 。外淡燈褐色

。口縁部は外上方に大きく
C口縁部体外を部施面と内面をナデ

。長石・チ 。良好 。1/12

要 開き，端部をわずかに肥 調整， 外面は縦位の ヤート・ 。淡黄赤色

自市
20.7 (4.0) 20 厚させる。 ハケメ施す。 石英・赤

色粒を多

A 
量に含む。

。口縁部は r< Jの字状に 。体部外面に縦位のハケメ 。長石・石 。良好(硬 o 1/4 
するどく外反し，端部を を施す以外は，上丁寧にヨ 英・雲母 質)

30.0 (11.2) 21 上方に突出させ， コナデして仕 げる。 の大形粒 。淡茶褐色
を多量に

器 含む。

。口縁部はゆるやかにr< J 。長石・石 。良好 o 1/16 

26.4 (16.2 )1 22 
の字状に外反t..，肩部に 英・赤色 。淡援色

稜線を有する。 粒・雲母
。端部は，内側に巻き込む。 を含む。

10.9 3.4 
27 。口縁部は，内轡気味に立 。口縁部外面と内面はロク 。密。 。良好 。1/8 。火棒の痕
ち上がり，底部は平坦で、 ロナデし 底部外面はへ 。明灰色 跡有り。

あるが，やや丸味を帯び ラ切りの後，組〈ナデて 。長石・チ 。良好 。1/3
ている。 仕上げる。 ヤート・ 。白灰色

12.1 (3.8) 28 石英を含
む。

J;r; 。長石・チ 。良好 04/5 。底部外面
ヤート・ 。灰白色 に「殿」
石英を含 の墨書有

13.4 3.6 29 む。 り。

A 
。火棒の痕

2頁
跡有り。

16.5 (2.9) 
30 。口縁部は外上方に大きく 。長石を含 。やや軟 。1/5
開き，平坦な底部をもっo む。 。白灰色

。器高が低<，皿Aに類似 。チャート 。良好 。 l/H~

17.2 
する。 -長石・ 。灰色

3.7 31 石英を多
量に含む。

。外上方にのびる口縁部底と， 。内面および口縁部外面を 。長石の微 。良好 o 1/3 
17.8 (5.劫 23 平坦な底部からなり，を ロクロナデL粗，底部はへ 粒子多量 。内回目青灰色

部に断面台形の高台有 ラ切りの後， いナデを に含む。 。仲・灰褐色

する。 施す。
。長英石・黒・色石

。良好 。1/2弱 。底部外面
。高台の端面は，平坦なも 。高台は貼り付けによる。 。内・・青灰色 に重ね焼

t手 16.7 5.9 24 の (24・25)と 内傾す 粒子を含 外国灰褐色 きの痕跡
るもの (23・26)がある。 む。 有り。

恵 。チャート 。やや軟 。1/2強

B 116.1 (5.0) 25 
-長石・ 。灰白色
石英を含
む。

。長石・チ 。良好 。1/4
9.6 (2.5) 26 ャートを 。淡灰色

含む。

。比較的に平坦な天井部に， 。内面および口縁部外面を 。長石・チ 。良好 01/4 
つまみを貼り付けたもの。 ロクロナデt..，天井部は ヤート・ 。灰色

18.4 (0.9) 32 ヘラ切りの後，ナデを加 石英の微
えて仕上げる。 粒子を含

む。

。口縁端部のが'(屈曲するA 。長石・チ 。やや軟 o 1/8 

i手 17.1 (1. 9) 33 形態のも 32-34・36) ャートを 。白灰色

器
と，屈曲しないB形態 含む。
(35)がある。 。長石・チ 。良好 。1/6

B 14.0 (1. 8) 34 つまみは偏平。 ヤート・ 。内・淡黒灰色
石英を含 外灰色
む。

蓋 。長石・チ 。良好 01/20 
ヤート・ 。灰色

13.4 (2.6) 35 石英・黒
色粒を含
む。

12.8 (1. 5) 36 
。長石を含 。良好 。1/10
む。 。青灰白色
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|輯器形
法量伊)

番号 器形の特徴 手法の特徴 胎 土 焼成・色調 残存度 備 考
口径器晶

。外上方に大きく開〈口縁 。内外面ともロクロナデ。 。チヤト 。軟質 。1/12
皿 部と，平坦な底部に高台 。高台は貼り付けによる。 -長石・ 。灰白色

29.3 ( 5.1) 37 を有する。 石英・黒

B 色粒を多
量に含む。

。口縁端部を内外に肥厚さ 。内外面ともロクロナデ。 。長石・チ 。良好 。1/20
せる。 ャート・ 。暗灰色

盤 29.1 (2.1) 38 石英・黒
色粒を含
む。

。柱状の脚部で，上端に1 。内外面ともロクロナデ。 。長石・石 。瓦質 。脚柱部 。瓦器のよ|
高 施条す，。中央に2条の沈線を 英を含む。 。表面・黒漆色 はほぼ うな焼成|

(10.8) 39 断面・白j黄色 完形。 を受けて
tf いる。

須 。平底の底部に晶台を有す 。内外面ともロクロナデし， 。長石・チ 。良好 。1/2

壷 る。 高台は貼り付けによる。 ヤート・ 。灰色

4.7 (3.4) 401 0 f;宇都は球形に近くなるも 石英・黒

M のと思われる。 色粒を合
む。

。大きく聞く口縁部をもち， 。内外面ともロクロナデ。 。チャート
。良好・・暗灰色

。1/6
壷 端部を上方に突出させる。 -石英・ 。内

13.3 (2.4) 41 長石・黒 外・・淡灰色

L 色粒を含

恵
む。

。口縁部が大きく聞き拡，端張 。口縁部内外面をロクロナ 。長石・石 。良好 。1/6 。内外然粕面付にI
22.8 (9.5) 

42 部の形態には上下に デ調整する。 英・チャ 。内・緑灰色 自然粕

させるもの (42・43)• 一卜を含 外・・紫灰色 着。

わずかに内方へ肥厚させ む。

るが水平面をもつもの o長石・石 。良好 。1/8
ω4)，4下5方)に拡張させ 英・チャ 。内・・暗灰色

21.4 (6.6) 43 るもの( がある。 ー卜を含 外-・灰色
む。

器
褒 。長石・石 。良好 。1/10

英・チャ 。表面・灰白色
19.2 (5.8) 44 ートを含 断面・灰黄色

む。

。長石・石 。良好 。1/10

18.6 (3.5) 45 英・黒色 。内・灰白色
粒を含む。 外・淡黒灰色

。平坦辛底部と，上方に開 。体の部後外面は，平行タタキ 。長石・チ 。良好 。底部は 。内面に自

12.9 (11.5) 461 <体部からなる。
ナデを加え，内面は ヤート・ 。暗青灰色 完形。 然利付着。

ロクロナデ。 石英・赤
底径 色粒を含

む。

。内轡気を味もに立ち上がる口 。外面は，ヘラケズリを施 。長石・石 。良好 。1/8
黒
t手 縁部 ち，端部を内側l した後，ヘラミガキを密 英・赤色 。内…黒色

色 へわずかに巻き込む。 に加えて仕上げる。 粒を含む。 外・・桃色
15.2 (4.0) 62 。内寧面は， ヨコナデの後施， 

土 丁にヘラミガキを し，

器
A 

さらに螺線状の暗文を加
えて装飾する。

。口縁部は，ほぽ上方に立 。内外商とも粗〈ナデる。 。チャート 。良好 。1/20
ち上る。 -石英な 。淡黒褐色

15.4 (5.3) 63 どの大形
製 粒を多量

に含む。
塩

。口縁部は外反気味に聞く。 。チャート 。良好 。1/8

土
-長石・ 。内・・黄茶色

11.2 (4.6) 64 石英を合 外・・茶黄色

器
む。

。口縁端部が内傾する。 。植物を混 。良好
(2.7) 65 和材とし 。l内・・明褐色

て含む。 外・・黄燈色
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長岡京跡右京第次調査

l 掘立柱建物SB 24902・SB24903 (東から)

2 掘立注建物の柱掘形(右上=p5，右下士P13 左上ニPI0，左下=P3) 
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1 i走路SD24905・SD24907・SD24908 (束から)

2 流路SD24905土層堆積状況(北から)

4 i荒E主SD24906 (尚ーから)

長岡京跡右京第249次調査

3 流出SD24905遺物出土状況(市から)
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